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１．実験ケースと実験条件 

1.1 実験ケース 

 
平成 22 年度は、4 月と 8 月に 2 回の越水破堤実験を実施した。当初予定では、平成 22 年度 2 回目に、裏法

勾配 1：4 の実験を実施し、平成 23 年度 2 回目に天端幅 6m の実験を実施して、破堤進行を遅らせる要因とし

て、裏法勾配を緩くする方法と天端幅を広げる方法ではどちらが有効か確認する予定であった。 
しかしながら、平成 22 年度 6 月の実験が出水により中止になってしまったため、実験ケースの見直しが必

要となった。 
第 9 回実験検討会(平成 22 年 11 月 22 日)で協議した結果、模型実験結果からも破堤口幅拡大速度を抑制す

る効果の高い、天端幅６ｍを平成 22 年度２回目実験として実施する。 
 

表 1 実験ケース当初案 

ｹｰｽ 方針 築堤材 流量 Fr 数 堤防形状 実施時期（案） 実験区間 

1 基本ケース 砂礫 70 0.47 高 3m､天端幅 3m､裏法勾配 1:2 H22年 4月下旬 第 1区間 

2 裏法緩勾配の効果 砂礫 70 0.47 高 3m､天端幅 3m､裏法勾配 1:4 H22年 6月下旬 第 2区間上流

3 本川 Fr の違い 砂礫 35 0.23 高 3m､天端幅 3m､裏法勾配 1:2 H22 年 8 月 第 2区間下流

4 堤体材相違の効果 シルト 70 0.47 高 3m､天端幅 3m､裏法勾配 1:2 H23年 4月下旬 第 1区間 

5 天端幅拡幅の効果 砂礫 70 0.47 高 3m､天端幅 6m､裏法勾配 1:2 H23年 6月下旬 第 2区間上流

ケース２は出水のため中止 
 

 

表 2 実験ケース変更案 

ｹｰｽ 方針 築堤材 流量 Fr 数 堤防形状 実施時期（案） 実験区間 

1 基本ケース 砂礫 70 0.47 高 3m､天端幅 3m､裏法勾配 1:2 H22 年 4/27 第 1 区間 

2 本川 Fr の違い 砂礫 35 0.23 高 3m､天端幅 3m､裏法勾配 1:2 H22 年 8/4 第 2 区間下流

3 堤体材相違の効果 シルト 70 0.47 高 3m､天端幅 3m､裏法勾配 1:2 H23年 4月下旬 第 1区間 

4 天端幅拡幅の効果 砂礫 70 0.47 高 6m､天端幅 3m､裏法勾配 1:2 H23年 6月下旬 第 2区間 
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1.2 実験水路形状 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 各実験ケース位置 

 

 

ケース１：80m 区間（H22.4.27） 

ケース２：64m 区間（H22.8.4） 

ケース１実験 
基本形状：80ｍ 

ケース 2 実験 
Fr=0.23：64ｍ 

ケース３：100m 区間（H23.4 月下旬） 

ケース４：100m 区間（H23.6 月下旬） 

ケース 3 実験 
基本形状（シルト）：100ｍ 

ケース４実験 
天端幅 6m,裏法勾配 1:2、100ｍ 



 

 

２．実験計画と観測計画 

2.1 計測項目 

平成 22 年度計測の考え方を踏襲する。加速度センサーの配置は、実験結果を踏まえて補正した（次節参照） 
           表 3 実験計測項目 

計測項目 詳細項目 計測内容 具体的計測方法 計測場所 

水 路 内 水
位・流量 

給水量 堰コンより算出 
（水路上流流量観
測で補足） 

ゲート上流水位、ゲート高か
ら越流量換算式より算出 

ゲート操作室 
 

氾 濫 量
Qcut 

破堤部上流水路内
流量観測 Qin 
破堤部下流水路内
流量観測 Qout 
氾濫量 Qcut＝Qin
－Qout 

定点水位観測（電波式水位計
鋼矢板部に移設） 
（ダイバー水位計補足） 
流速観測（杭ワイヤー式 ADCP
観測）※1 
電波流速計観測（表面流速補
足） 
堰上げ装置上流 P720 地点で
H-Q 破堤前計測 

電波式水位計観測・ADCP 流速・河床
高観測、電波流速計表面流速観測位
置 
・水路内切欠き部より上流 50m 地点
（水位安定箇所） 
・水路内切欠き部より下流 125m 地
点（河床変動影響少ない場所） 
 （ケース３のみ下流 100m 地点） 
 

水路内水位 水位計による計測 定点水位観測（電波式水位計
移設） 
ダイバー式水位計（既存機器
活用） 
鋼矢板上流部の貯留量把握
（P310.P210 水位） 

切欠き部、切欠き上流 50m、下流
125m、P720、P310、P210 
実験水路縮小部：25m ピッチ、鋼矢
板沿い 7点、右岸護岸沿い 6点 

水路内流速 流速計による計測 
浮子による計測 

杭ワイヤー式 ADCP 観測※1 
浮子による流速値補足計測 
 
ブローイングマシーンによる
トレーサー投入（3箇所） 

杭ワイヤー式ＡＤＣＰ観測および
浮子による流速計測位置 
・水路内切欠き部より上流 50m 地点
（流れ安定部分） 
・水路内切欠き部より下流 125m 地
点（河床変動量影響受けない距離）
  （ケース３のみ下流 100m 地点）
トレーサー投入位置：人道橋（左右
岸）、破堤部下流左岸 

堤 体 破 堤
部 ～ 氾 濫
域の状況 

全景写真 実験状況記録 ラジコンヘリによる全景撮影 高度 100m、実験水路～新水路全体 

破堤部～氾
濫域状況写
真 

越流状況記録、モ
ニタリング 
破堤状況記録、モ
ニタリング 

クレーン・高所作業車による
ビデオ撮影 
 
作業員によるビデオ撮影（河
川側） 
           （背
割堤上下流） 
遠隔操作によるビデオ撮影
（氾濫域側） 
 → コード出力もしくは無
線によるモニタリング 

矢板裏上空から：58m×48m×2 アン
グル（クレーン）※2 
背割堤下流側上空から：20m×20m×
１アングル（高所作業車） 
河川側（鋼矢板裏）から：上流から
＋裏正面から＋下流から3アングル
（三脚） 
背割堤上下流から２アングル（三
脚） 
氾濫域側から：正面から、下流から、
２アングル（遠隔） 
       （撮影支柱の設置が
必要） 

破堤部～氾
濫域洗掘状
況 

堤体内、基盤部の
破壊・洗掘状況 

加速度センサー埋設 
充填材に色砂を利用して最大
洗掘深を測定 

加速度センサー埋設数 ケース 1･3
計 357 個、ケース２計 354 個 
裏法面中間 12 本 

堤体内水位 堤体内湿潤線の把
握 

ワイヤレス間隙水圧計 堤体内４点 破堤部１測線 

破壊面～氾
濫域流況 

水位計測 画像３Ｄ解析（写真撮影、ト
レーサー） 
支柱にダイバー水位計設置 

矢板裏上空から：58m×48m×2 アン
グル（クレーン）※2 
支柱にダイバー水位計 4器設置 

 流速計測 ＰＩＶ解析（ビデオ撮影、ト
レーサー） 

矢板裏上空から：58m×48m×2 アン
グル（クレーン）※2 
 

通水後の洗
掘状況 

洗掘深計測 新水路初期河床（浅深測量） 
レーザープロファイラ（水面
上） 
レベルによる地形測量（水面
下） 

氾濫域 20ｍピッチ：６断面程度 
破堤部及び落堀部 

濁 水 の 影
響 

濁水モニタ
リング 

 採水して、濁度・SS 計測 堰上流、堰直下、実験水路破堤上流
部・下流部、観測橋、新水路左岸、
実験水路終端左岸・右岸、十勝川合
流点（左右）、千代田大橋（左中右）、
十勝大橋、茂岩橋 

堤 体 材 料
特性 

堤体土質調
査 

（次年度築堤範囲
を調査） 

土質試験（粒度分布等） 
簡易現場透水試験 
RI 測定（締固め度） 

築堤材料毎 
実験毎 
打設層毎 
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2.2 加速度センサー配置図 

(1) ケース３、第１区間破堤時 

 加速度センサー設置位置補正方針 

 

 

図 2 加速度センサー設置位置図 ケース３ 

・新規開発加速度センサーも問題なく計測可能なことが確認できたので、設置施工性を重視して、新
旧のセンサーを配置 

・堤防侵食初期の下方侵食（下刻）時は、切欠き部を中心に左右対称に侵食するため、上流側も 2m
間隔で加速度センサーを配置。 

・側方侵食時は、切り立った面で鉛直に堤防が侵食されていくのが確認できたため、基盤より上の鉛
直方向の設置センサー数は少なくした。 

・しかし、パターンＣの一部は側方侵食を詳細に捉えるために、2.5m ピッチで配置した。 
・切欠き部と切欠き下流 6m 位置断面には深さ 2.5m の色砂 8 本設置。また、堤防中心にも 10m 間隔
で色砂を配置。 

・切欠き部上流の河道側の侵食状況を解明するため、15m 上流まで表法面にセンサーを配置。 



 

 

(3) ケース４、第２区間破堤時（天端幅６ｍ） 

図 3 加速度センサー設置位置図 ケース４、天端幅６ｍ
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2.3 計測位置図 

(1) ケース３（H23 年 4 月下旬）実験計画、切欠き軸 P463.1  

 

 

 

 

 

定点水位計観測（6基：切欠き部(P463)、切欠き上流 50m(P413)、下流 125m(P588)、P720、P310、P210)
（P310～P210 以外の 4基は鋼矢板沿い） 

ダイバー水位計(18 基 25m ピッチ) 
（鋼矢板沿い：9基：P363,388,438,463（定点水位計と同一地点）,488,513,538,563,613) 
（右岸法面 ：5基： 破堤上流部（P388,413,438）、破堤下流部（563,588,613）） 
（氾濫域支柱：4基:P445,P485,P525,P565） 

濁水モニタリング 
（堰上流、堰直下、実験水路破堤上流部・下流部、観測橋、新水路左岸、実験水路終端左岸・
右岸、十勝川合流点（左右）、千代田大橋（左中右）、十勝大橋、茂岩橋） 

帯工 

図 4 観測位置図 ケース３ 

杭ワイヤー式 ADCP 観測船（2基：P413,P588） 

電波流速計、浮子流観（2箇所：P413,P583） 

ワイヤレス間隙水圧計（4点 P463、3m ピッチ） 
堤体土質調査（土質試験、簡易現場透水試験、締固め度 P450,480,510） 

ラジコンヘリによる全景撮影（1基：上空 70m） 

表面流速ビデオ撮影（PIV 解析）３Ｄ用写真撮影（2基：P460,P505、高さ 52m） 

（高さ 1m の土盛り＋クレーン車 65ton ｸﾗｽ） 

   流況ビデオ撮影（背割堤上破堤部下流部から撮影 P550） 

 

   手持ちビデオ撮影（計 5基、背割堤破堤部上下流部（P435,P550）鋼矢板側から 3基：P440,460,515） 

   遠隔ビデオ撮影（2基：P465,P505）（新水路側支柱に設置、有線で実験水路左岸堤防上でモニタリング）  

   氾濫域支柱（10 本、P445,465,485,505,525,545,565,585,605,625） 

   評定点：支柱、堤防中心及び鋼矢板部に評定点設置（P445～P535 10m ピッチ） 

   人道橋：切欠き部上流 43m、P420 

   トレーサー散布(人道橋 P420 左右岸、破堤部下流鋼矢板 P468） 



 

 

(2) ケース４（H23 年 6 月下旬）実験計画、切欠き軸 P547.8、（天端幅６．０ｍ） 

 

 

ADCP 観測船 

図 5 観測位置図 ケース４、天端幅６．０ｍ

定点水位計観測（6基：切欠き部(P548)、切欠き上流 50m(P498)、下流 125m(P673)、P720、P310、P210)
（P310～P210 以外の 4基は鋼矢板へ移設） 

ダイバー水位計(18 基 25m ピッチ) 
（鋼矢板沿い：8基：P448,473,523,547（定点水位計と同一地点）,573,598,623,648) 
（右岸法面 ：5基： 破堤上流部（P448,473,498）、破堤下流部（623,648）） 
（氾濫域支柱：4基:P545,P585,P605,P625） 

濁水モニタリング 
（堰上流、堰直下、実験水路破堤上流部・下流部、観測橋、新水路左岸、実験水路終端左岸・
右岸、十勝川合流点（左右）、千代田大橋（左中右）、十勝大橋、茂岩橋） 

杭ワイヤー式 ADCP 観測船（2基：P498,P673） 

電波流速計、浮子流観（2箇所：P498,P673） 

ワイヤレス間隙水圧計（4点 P547.8、3m ピッチ） 
堤体土質調査（土質試験、簡易現場透水試験、締固め度 P550,580,610） 

ラジコンヘリによる全景撮影（1基：上空 70m） 

表面流速ビデオ撮影（PIV 解析）３Ｄ用写真撮影（2基：P545,P590、高さ 54m） 

（高さ 1m の土盛り＋クレーン車 65ton ｸﾗｽ） 

   流況ビデオ撮影（背割堤上破堤部下流部から撮影 P635） 

 

   手持ちビデオ撮影（計 5基、背割堤破堤部上下流部（P520,P635）鋼矢板側から 3基：P525,545,600） 

   遠隔ビデオ撮影（2基：P585,P625）（新水路側支柱に設置、有線で実験水路左岸堤防上でモニタリング）  

   氾濫域支柱（10 本、P445,465,485,505,525,545,565,585,605,625） 

   評定点：支柱、堤防中心及び鋼矢板部に評定点設置（P530～P620 10m ピッチ） 

   人道橋：切欠き部上流 43m、P505 

   トレーサー散布(人道橋 P505 左右岸、破堤部下流鋼矢板 P553） 

帯工 



資料１－３
第5回 十勝川千代田実験水路等実験アドバイザー委員会

平成24年度からの実験方針（案）について

平成23年3月23日平成23年3月23日

北海道開発局



千代田実験水路研究スケジュール １



H20～23
河川堤防の越水破堤機構に関する研究について ２

１ 目的１．目的
・３次元的な越水破堤メカニズムの解明

２ 実験年次計画２．実験年次計画
H20  ：水路内横断堤
H21 ：水路内縦断堤（2ケース～堤体土質）H21 ：水路内縦断堤（2ケ ス 堤体土質）
H22～23：背割堤（4ケース～堤体形状・堤体土

質・河道水理条件）質 河道水理条件）



H20～23
河川堤防の越水破堤機構に関する研究について ３

３．得られる成果（達成目標）

・越水破堤拡幅メカニズムの解明
破堤拡幅に寄与するパラメーターを明らかにする破堤拡幅に寄与するパラメ タ を明らかにする

→破堤拡幅量式・拡幅速度式の提案
（破堤拡幅速度をマクロ的に評価）（破堤拡幅速度をマクロ的に評価）
→ハザードマップ精度向上

・既往研究との比較
2次元正面越流（つくば土研）2次元正面越流（つくば土研）

→実現象をどこまで表現しているか？
越流量・氾濫流量（本間公式・本間改良公式）越流量 氾濫流量（本間公式 本間改良公式）

→特に横越流時どこまで表現が可能か？



治水対策を取り巻く状況について ４

平成19年度
・中期的な展望に立った今後の治水対策のあり方について 【社会資本整備審議会】
予防対策の重視（人的被害の回避・深刻なダメージの回避）

平成20年度
・社会資本整備重点計画 【閣議決定】
災害を未然に防ぐ予防対策の重点化（人的被害を回避・軽減するとともに、仮に災害を未然に防ぐ予防対策の重点化（人的被害を回避 軽減するとともに、仮に
被災したとしても国民の生活や経済社会活動への深刻なダメージを回避し持続
可能となるよう、守るべき機能を明確化した対策を実施）

平成22年度
・国土交通省政策集２０１０
安全・安心、セーフティー関連政策（自然災害の発生に対しては河川において防安全 安心、セ フティ 関連政策（自然災害の発生に対しては河川において防
災対策を進める。また万が一災害が発生した場合にも被害を最小限にとどめる
ための減災対策を進める。）



平成24年度以降の実験方針について ５

平成24年度以降は、越水破堤実験結果を踏まえ、越
水破堤被害軽減技術・手法に関する実験を提案する。

• 減災に関する研究は行政ニーズが高い。

• 現在の水防工法は、越水までの水防であり、越水後の減災
手法は確立されていない。

越水破堤実験の結果 破堤についてはステ プ１ ステ プ• 越水破堤実験の結果、破堤についてはステップ１～ステップ
５の過程を経ることが判明。この破堤過程の進行を防ぐこと
が重要である。

各ステップ状況
ステップ１ 開口は進行しない ステップ２ 上下流に開口開始

プ 流 開 が急激 進行 プ 流 開 が緩やか 進行ステップ３ 下流への開口が急激に進行 ステップ４ 下流の開口が緩やかに進行
ステップ５ 天端開口が終了



越水破堤被害軽減技術・手法に関する実験で
得られる成果（達成目標） ６

破堤拡幅の各過程において破堤拡幅の各過程において

外力（破堤要因）・耐力（防ぐ力）の関係を定量的に評価する

有効な越水破堤被害軽減技術・手法の提案

などを達成目標とする



平成24年度からの実施について ７

越水破堤被害軽減技術・手法に関する実験

・ 行政的課題である、減災の早期解決に貢献でき
るる。

・ 越水破堤実験の延長線上にあり、これまで得ら
れた知見を活かして効率的な実験が可能であるれた知見を活かして効率的な実験が可能である。

• これまでの越水破堤実験によって得られた、観
測技術の適用・応用が可能である測技術の適用・応用が可能である。

• 現実験施設を使用できるため、大規模な施設改
造が伴わない造が伴わない。



越水破堤実験との関連 ８

越水破堤被害プロセス

上下流に開
口開始

開口は進行
しない

越水破堤被害プロセス

天端開口
が終了

下流への開口

が急激に進行
下流の開口が
緩やかに進行開始しな

成果
越水～

ステップ１
ステップ３ ステップ５ステップ２ ステップ４

・ハザードマップ
の精度向上

Ｈ２０～２３ 【越水破堤実験】

越水から破堤拡幅終了までの過程・破堤拡幅に寄与するパラメー
ターの解明

Ｈ２４～２７ 【越水破堤被害軽減技術・手法に関する実験】

破堤拡幅過程の各段階において 外力（破堤要因）・耐力（防 ・災害時の被害
従来

破堤拡幅過程の各段階において 外力（破堤要因）・耐力（防
ぐ力）の関係を定量的に評価、

破堤拡幅過程の進行を防ぐなど、越水破堤被害軽減技術・手
法の提案

・災害時の被害
を最小化する減
災技術の向上

の

水防
工法

法の提案



減災効果が期待出来る手法 ９

保護工（既設） 水防工法

越水～ 積土嚢工・せき板工（越水対策）

１開口は進行
しない

天端川裏へのシート張り工（天端・
法肩保護・川裏対策）法尻部へブ

越
水 しない

２上下流に開
口開始

天端アスファルト（天端保護）
植生工（法面保護）

ドレ ン工（法尻保護）

法肩保護 川裏対策）法尻部へブ
ロック・玉石等設置（法尻保護）

バル ン工（開口部閉塞）

破
堤
被
害

３下流への開口
が急激に進行

口開始 ドレーン工（法尻保護） バルーン工（開口部閉塞）害
プ
ロ
セ

が急激に進行

４下流の開口が
緩やかに進行

ブロック・籠マット設置（拡幅防止）セ
ス

５天端開口が
終了

仮締切工・欠口止工・漸縮工・せめ
工（緊急復旧）



平成24年度以降の年次計画 １０

平成24年度～平成25年度
越水初期における被害軽減手法の検証越水初期における被害軽減手法の検証
例：天端アスファルト、植生工（堤防法面芝張）

ドレーン工等、天端川裏へのシート張り工

平成26年度
破堤拡幅進行中における被害軽減手法の検証破堤拡幅進行中における被害軽減手法の検証
例：バルーン工、ブロック・籠マット設置

平成27年度平成27年度
有効な被害軽減技術・手法の提案
平成24年度から平成26年度の実験結果の知見を踏まえた実験平成 年度 平成 年度 実験結果 知見を踏ま 実験

平成24年度以降
各種訓練の実施各種訓練の実施



平成２４年度～平成２５年度
越水初期における被害軽減手法実験例 １１

（天端保護）アスファルトによる保護（既設）

（法面保護）植生工（既設）（法面保護）植生工（既設）

越水 越水

アスファルト

芝

背割堤 背割堤

実験イメージ図 実験イメージ図

天端保護の重要性 芝による法面保護の重要性

破堤拡幅速度軽減の有効性の検証

天端保護の重要性 芝による法面保護の重要性

破堤拡幅速度軽減の有効性の検証



平成２４年度～平成２５年度
越水初期における被害軽減手法実験例 １２

（法尻保護）ドレーン工等 （既設）
（法肩保護）シートによる保護（水防工法）（法肩保護）シ トによる保護（水防 法）

越水
越水

越水

ドレーン工
土嚢 ブルーシート

背割堤

実験イメージ図

背割堤

実験イメージ図実験イメ ジ図

破堤拡幅速度軽減の有効性の検証

実験イ ジ図

法尻保護の重要性 法肩保護の重要性
破堤拡幅速度軽減の有効性の検証破堤拡幅速度軽減の有効性の検証 破堤拡幅速度軽減の有効性の検証



平成26年度
破堤拡幅進行中における被害軽減手法の検証 １３

バルーン工（水防工法）
ブロック・籠マット設置（水防工法）ブロック 籠マット設置（水防工法）

ブ 籠

流向

ブロック・籠マット

流向

バルーン工

氾濫流

背割堤 背割堤

氾濫流

背割堤 背割堤

実験イメージ図実験イメージ図

ブロック・籠マットによる
下流拡幅防止効果の検証

バルーン工の有効性の検証
下流拡幅防止効果の検証



千代田実験水路研究変更スケジュール（案） １４



千代田実験水路活用研究について

平成23年3月
北海道開発局

資料１－４
第5回 十勝川千代田実験水路等実験アドバイザー委員会



活用研究の位置付け

・活用研究とは十勝川千代田実験水路研究基本方針 第
9条に定められている制度

（方針第9条）

・ 局長は、長期計画及び実験実施計画に基づかない実験
及び研究を行わせることができる。

・ 局長は、活用研究を行わせるときは、当該活用研究を
行わせるものを公募しなければならない。

・ 局長は、活用研究を選定しようとするときは、アドバイザ
ー委員会の意見を聴かなければならない。

１



活用研究の種類

有償活用研究 無償活用研究

・堤防破堤現象の解明
・水理諸量の観測技術の開発

・千代田実験水路で得られデー
タを用いた研究及び技術開発

公募課題

委託期間 ・最大３年 －

委託料 ・年間最大３５０万円
・研究期間合計１０００万円以内

－

アドバイザー

委員会への研究成果
報告義務

・有り ・無し
（事務局から報告します）

北海道開発局への
研究成果報告義務

・有り ・有り

公募期間 ・年１回 ・随時

２



千代田実験水路について 【千代田実験水路検討体制】

【千代田実験水路検討体制】

助言・評価

研究成果の報告

実験計画策定・
研究取りまとめ

実験検討会

公募・選定・委託

応募・研究成果の報告

活用研究
（平成２３年度より実施）

有
償
活
用
研
究

無
償
活
用
研
究

アドバイザー
委員会

研
究
成
果

の
報
告

評
価

寒地土木研究所

協定

共同で実験を実施

北海道開発局

３



活用研究の公募スケジュール
■有償活用研究の年間スケジュール

平成23年 3月下旬 公募開始
4月下旬 公募〆切
4月下旬～5月中旬 書面審査 （事務局内）
6月中旬 十勝川千代田実験水路等実験アドバイザー

委員会にて審議
6月下旬～7月 平成 23年度採択決定
7月～ 有償活用研究の実施

平成24年 3月 アドバイザー委員会への実験・研究成果の報告

※複数年委託の場合、 2年度目以降も毎年度応募していただくこととし、単年度毎の
採択・契約となります。

■無償活用研究
平成23年 3月下旬 公募開始

※無償活用研究は随時受け付ける。
※公募後に書面審査、アドバイザー委員にメール等で照会し採択を決定。

４



• 平成２３年度中に平成２０年度から実施している
実験データについてデータベース化を図り、イン
ターネットでアクセス可能にする。これにより、活
用研究者へのデータ提供を容易にする。

• データベースには、当該年度のデーターも速報値
として掲載し、速やかなデータ提供を行う。

千代田実験水路実験データベースについて ５



長
期
計
画

○月実験

実
験
実
施
計
画
書

実
験
映
像

実
験
状
況
画
像

各種観測
データ目次

○
○
観
測
デ
ー
タ

○
○
観
測
デ
ー
タ

○
○
観
測
デ
ー
タ

○月実験

千代田実験水路データベース

論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

寒地土研論文データベース

その他論文データベース

各年度各実験の概要

平成○○年度デー
タベース

平成○○年度データベース

６

実
験
水
路
概
要
（
帯
広
開
建
実
験
水
路
Ｈ
Ｐ
外
部
リ
ン
ク
）

千代田実験水路データベース概念図


